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世代を越えてふれあいを
~神川地区複合福祉施設オープン~

ョー 毛握手

4月II日、神川地区樫合福祉施設がオーブンしま L

た。デイサ ビスセンタ と児童センタ を併設した

このような檀合型の施設は、県下でも初めてのもので

す。

デイサービスセンターは、お年寄り力、送迎、給宜、

入提言などの福祉サービスを利用し、生きがいのある生

活を送ることを目的とした施設。また児童センタ は、

子どもたちが遊びをとおして班力、な心と健康なからだ

をつくることを目的と Lた施設です。

すでに児童センヲ は、毎日おおぜいの子どもたち

が楽しそうに利用しています。なおデイサービスセン

ターは5月力、ら受け入れを開始する予定です。

社会福祉、世代間交流、ボランティア活動の拠点と

して、この施設が大いに活臨することが期待されてい

ます。

.問い合わせ神川地区臨合福祉施設(匝⑪1155)

一一l合翫量員野君器工号炉野守歓7f321?ihTiLFf11JE垣間
〈再生紙を使用しています〉
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.~.，.トルパス路線図

.運行時釦l表 (上園駅→国立揖院)

上関駅発 北上図 国立病院漕
8: 15 8 : 20 8: 23 
8 : 45 8; 50 8; 53 

9: 15 自:20 9: 23 
9 : 45 9，田 9: 53 
10 ; 15 10: 20 10; 23 
10: 45 10 : 50 10 : 53 
11 : 15 11 : 20 11・23

11 : 45 11 : 50 11・53

12 : 15 12 : 20 12 : 23 
12 : 45 12 : 50 12: 53 
13 : 15 13 : 20 13 : 23 

L 13: 45 13 :田 13 : 53 

L 

国
立
新
病
院
の
本
館
が
完
成
し
、

7

日
1
日
か
ら
国
立
長
野
病
院

(匝
祢
〉

と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま

ーレ↑~
。

市
で
は
斬
病
院
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ

せ
、
病
院
へ
の
市
民
の
足
の
確
保
を
図

る
た
め
、
上
田
駅

i
国
立
病
院
附
を
結

ぶ
、
直
通
の

『
ン
ャ
ト
ル
パ
ス
』
の
運

行
を
計
画
し
、
上
国
交
通
側
に
開
設
を

依
頼
し
て
き
ま
し
た
。

そ
伯
結
川
端
、
陸
週
応
の
認
可
が
決
ま

り
5
月
6
日
か
ら
加
分
間
隔
で
運
行
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

路
線
図
と
ま
た
、
時
刻
表
は
次
の
と

;
 

お
り
で
す
。
料
金
は
上
田
駅

1
新
病
院

H
週
2
4
0円
で
す
。

ほ
か
に
、
市
内
循
環
ハ
ス
も
運
行
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
則
く
だ
さ
い

(「
広
報
」
l
月
l
日
号
H
ぺ
I
ジ
に
路

線
闘
が
掲
蹴
さ
れ
て
い
ま
す
)。

~日・a困幅運休

.運行時割表 (国立構院ーーよ函駅)

国立病院発 北よ図 上8関駅38簿
8: :叩 8: 33 
9 ， 00 9: 03 日:凹

9: 30 9: 33 9 : 38 
10 : 00 10 : 05 10 : 08 

10 : 30 10 : 33 30308 B 
11 ; 00 11 : 03 11 
11 : 30 11 : 33 11 : :鴻
12: 00 12 : 03 12 : 08 
12 : 30 12 :詞 12: 38 
13: 00 13 : 03 13: 08 
13: 30 13 : 33 13: 38 
14 : 00 14: 03 14 :朗

t 
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目咽健闘M軍休

中
紘
医
療
機
関
の
整
備
と
と
も
に
解
決
す
べ
き
医

療
問
題
と
な
っ
て
い
た、

『救
急
医
療
体
制
の
確
保
』

に
つ
い
て
は
、
具
体
策
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

医
師
会
を
は
じ
め
閲
臨
機
関
白
協
力
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

-

『
一
立
教
意
』
モ
の
場
で
帰
れ
る
救
恵
医
療

・
医
師
会
に
書
加
す
る
市
内
引
医
療
償
問
が
受
け
持

ち
ま
す
。

・
夜
間
白
腹
痛
、
発
熱
な
ど
具
合
が
悪
い
と
き
は
、

消
防
署

(中
央
消
防
署

m窃
0
1
1
9
・
南
部
消

防
署

m窃
0
1
1
9)
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
の
時
間
に
器
鋸
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
ま
す

(「
広
報
」

3
月
1
日
号
で
紹
介
し
た

『上
田
市
教
祖
情
報
シ
ス
テ
ム
』)。

・
日
開

・
祝
祭
日
は
日
曜
当
番
医
が
受
け
持
ち
ま
す
。

2
『
二
立
教
皇
』

入
院
ま
た
は
手
摘
が
必
要
な
救

急
医
療

・
上
田
市
・

小
県
郡
内
の
「
病
院
」
が

3
6
5日
交
替

で
受
け
持
ち
ま
す
。

・
必
要
な
場
合
は
救
急
車
を
お
呼
び
く
だ
さ
い

(1

1
9
番
〉。

-
昨
年
の
教
急
車
揖
退
患
者
の
う
ち
岨
%
は
そ
の
抽

で
帰
れ
る
儲
病
で
し
た
。

万

一
白
際
白
「救
急
車
」
や
「医
療
機
関
」
で
す
。

安
易
な
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

3
『三
車
救
急
』

と
り
わ
け
高
度
目
手
術
、
医
療

機
器
を
必
要
と
す
る
救
急
医
療

-
国
立
斬
病
院
が
受
け
持
ち
ま
す
。

・
国
立
新
病
院
は
、

I
C
U
(日
床
)
を
古
む
救
急
専

用
病
床
初
床
を
訟
け
、
救
芯
専
用
医
療
ス
タ

ッ
フ

広語冒ラ.A1.19



循環パス(右岸)もご利用を/
-酉コ ス (主なパス停)

よ園駅発 公酒前 国II翁院前 五創躍をンヲー 上回駅着

8 : 45 8 : 49 8 : 52 9: 18 9 : 25 

10: 30 10 : 34 10 : 37 11 : 03 11 : 10 

13: 30 13 : 34 13 : 37 14‘ 03 14‘ 10 

15: 30 15 : 34 15 : 37 18 : 03 16. 10 

上田原発u.般か 国立第院前 公園前 よ図..着

9 : 40 9: 48 10 : 12 10 : 15 10 : 20 

11 : 20 11 : 28 11 : 52 11 : 55 12 : 00 

14 : 15 14 : 23 14 : 47 14 : 50 14 : 55 

16 : 15 16 : 23 16 : 47 16 : 50 16 : 55 

.東コース (主なバス停)

上図駅発 公園前 園II続開1m姐昔晴 よ困駅着

9: 00 9 : 03 9 : 08 9 : 22 9 : 30 

12 : 00 12 : 03 12 : 08 12‘ 22 12 : 30 

15 : 00 15 : 03 15 : 08 15 : 22 15 : 30 

17 : 00 17 : 03 17 : 08 17 : 22 17 : 30 

よ田駅発 支倣齢晴 国立第陵情 公園前 よ園駅着

8 : 15 8 : 23 8 : 37 8 : 41 8‘ 45 

11 : 00 11 : 08 11 : 22 11 : 26 11 : 30 

14: 00 14: 08 14 : 22 14 : 26 14: 30 

16: 00 16 ; 08 16 : 22 16 : 26 16 : 30 

広|場|が

説的に使用できるようになりました

目IJの|駅ロ泉上|回|駅|温

昨年から、上田駅揖皐ロで駅前広場新設工事を行ってきま L

たが、一部パスシェル夕 、中央モニュメントなどの駅前広場

付属施設を障害、ほぽ完成となりました。そして4月21白から、

ロ タり などが暫定的に使用 Lていただけるようになりまし

た。なお、広場には、公東トイレも設置されています。

この上田駅温泉ロの付麗施盤工事は、 8月上旬には完成し、

供用開始となる予定です。

また、温泉ロへのタクシーの景り入れは5月12日から開始さ

れる予定です。

マ問い合わせ 都市計画課(困1521) 

目立新病院(1階内部)

を
配
置
し
、

3
6
5
日

-M
時
間
、
二
次
救
急
を
含

む
す
べ
て
の
救
急
医
擦
の
畳
け
皿
と
な
り
ま
す
。

・
必
要
な
場
合
は
救
急
車
を
お
呼
び
く
だ
さ

い。

(
1

1
9番
)

4
『当
番
華
局
』

・
休
日
、
夜
間
白
調
剤
を
古
む
医
薬
品
を
提
供
す
る

た
め
、
薬
剤
師
会
の
協
力
に
よ
り

3
6
5
日
当
帯

事
局
を
決
め
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

・
必
要
な
場
合
は
、
ま
ず
か
か
り
つ
け
白
薬
局
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
か
か
り
つ
け
の
車
局
で
対
応
で
き
な
い
と
き
は
圃

@
0
6
6
0
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈中央毛=，メント〉

町:11「些=「「

今までの領民ロータ リ-"

すべて仮蹴酬はりました

室副'"軸

• r日本脳炎予防接種』訂正とおわび
「広報J4月16日号8ペ ンの、日本脳炎予防後横実施8程衰の対象地置の中で、

『泉阻地区』が敏けていました.訂正し、おわびします。
泉図地区のお子さんは、次の日時にお安Ijください。

1園田 5月四日凪 2回目6月13日幽(会場r;川辺町会即 時間注意事項なと

f;t， r広報J4月16日号をご覧くださいゅマ問い合わせ 健康雄進現哩匝)8244)

5 広喜Fラ:AE9.[3] 



現
在
、
自
治
会
ご
と
に
聾
月
実
施
し
て
い
る
「紙

・

布
類
」
の
置
車
ご
み
の
回
収
に
加
え
、

7
月
か
ら
、
新

た
に
♂
ん
・
缶
類
」
の
回
収
を
は
じ
め
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
環
境
業
務
蝶
(
刷
協
百

6
6
6)

7
a
 』

う
な
り
ま
す
/

ご
み
の
回
収

-・圃

-回収日・回収場所
月に一度、各自治会が定める回収日 ・回収場 所 で 行 い ま すロ

圃回収するもの「

4色に分別(無

色置明 ・茶色・

膏揖色・黒色)

ジュースびん、食用i自のびん、インスタ

ントコーヒーのびん、ジャムのびんなど
ぴん

『ネット』
で一括回

収

アルミ缶・スチ

ル缶を括収集

朝末コー

軸ミルク

ジュ ス缶.ビール缶、事簡、

ヒ 缶(レギュラーコーヒー)、

缶、小さな菓子缶

缶

:・ビールびん、一升ぴんなどは回収に也ぜますが、小売底で取り引きができる rびん類』は 小亮
庖ヘ返却してください。

.回収できないもの

その他のぴん・かんは『婚やぜないごみの回収日Jに出してください。，..a区.i闘薬のびんで、中身が残っているものは「販売底」などに相談してください。

( 

[4J 1 

同
和
問
題
を

考
え
る

5. !1i1KラX-1.!9

女
子
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
形
態
由
差
別

の
撤
廃
に
関
す
る
量
的

〈女
手
差
別
撤
麿

量
約
〉
軍
1
量
女
性
差
別
の
定
聾

『女
性
に
対
す
る
差
別
と
は
性
に
基
づ

く
区
別
、
排
除
ま
た
は
制
限
で
あ
っ
て
、

政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
、
文
化
的
、

市
民
的
そ
の
他
白
い
か
な
る
分
野
に
お
い

て
も
、
女
子
(
婚
姻
を
し
て
い
る
か
い
な

い
か
を
問
わ
な
い
)
が
男
女
白
平
等
を
基

礎
と
し
て
入
植
及
び
基
本
的
自
由
を
魁
識

し、

4
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
差
別
は
、
揃
利
の
平
等

お
よ
び
人
附
の
尊
厳
の
原
則
に
反
す
る
も

の
で
あ
る
と
明
快
に
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
車
肢
の
福
祉
と
判
金
目
発
展
に
対

す
る
従
孝
一
皿
金
に
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
勺

た
女
性
田
大
き
な
武
献
、
母
性
の
社
会
的

重
要
性
並
び
に
家
庭
お
よ
び
子
由
聾
宵
に

お
け
る
両
親
の
役
割
に
留
置
し
、
ま
た
、

出
産
に
お
け
る
女
性
白
役
制
が
甚
別
白
恨

拠
と
な
る
べ
き
で
な
く
、
干
の
聾
宵
に
は

男
女
お
よ
び
社
会
全
体
が
と
も
に
責
任
を

負
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
相
会
・

家
庭
に
お
け
る
男
子
の
伝
統
的
役
割
を
女

性
の
役
割
と
と
も
に
変
型
す
る
こ
と
が
男

女
の
完
全
な
平
等
の
達
成
に
必
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
た
い
。
と
、
い
勺
て
い
ま



圃 7 月からの『びん~ ~缶』資源回収の出し方

d
w句

.. 

1異物を取り除き

2よく淀い中身

残らないよう
にします
(と〈に径路の

缶l三 よくゆ

すぎ、，，，.を

取る)

申司1.11:'

O 

3アルミ..とスチル
缶"分けずにいっし"ζ、自冶会ごとに
決めりれた固紋日に

回収峨所へおす

'..だげ出して袋l草
待ち帰ってください

tキゃ vプや中身は取り除きます

守 ，C》A 21;んLrhf残らな

~ "'，.". (7' 戸一

4ぴんだけを出して 袋"
待ち帰ってください

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
と
こ
ろ
回
収
物
の
売
却
単
価

が
下
落
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
雑
紙
類
は
、

4
月
現
在
、
値
が
付
い
て
い
な
い
状
況
で
す
。

こ
れ
は
、
回
収
物
が
、
山
氏
用
品
を
大
幅
に
上

回
り
、
だ
ぶ
つ
い
て
い
る
た
め
で
す
。
こ
の

ま
ま
い
き
ま
す
と
、
回
収
し
た
資
根
物
に
処

再
生
品
を
使
お
う
〆

紙
・
布
魚
の
弥
頭
回
収
は
、
昨
年
度
と
比

較
し
て
、
約
日
%
増
加
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

み
目
減
量
・
資
源
保
護
の
た
め
、
資
源
回
収

街
ほ
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ル
缶
一
括
で

、‘
1、

へ
国
四ミも

お願い

ビールびん 一升びん、 牛

乳びんなどは小売庖に返却

しま しょう。

理
費
隔
を
つ
け
て
支
払
わ
な
い
と
、
引
き
取
っ

て
も
ら
え
な
い
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

回
収
す
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
重
要
で
す

が
、
再
生
品
を
使
う
こ
と
も
同
じ
よ
う
に
重

型
で
す
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
一
ア
イ
ア

ン
ユ
ペ
ー
パ
ー
、
コ
ピ
l
用
紙
な
ど
、
積
極

的
に
再
生
口
聞
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

す
。少

し
堅
苦
し
い
条
文
を
引
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
前
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、

多
く
白
人
術
問
題
に
対
し
て
世
界
的
規
艇

で
問
題
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
差
別
を
い
う
と
き
に
豊
か
に
な
る

た
め
に
問
題
提
起
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す

(も
ろ
も
ろ
の
差
別
の
問
題
も
同
じ

で
す
)。

基
本
的
に
は
、
人
権
問
題
は
暗
い
と
か
、

つ
ら
い
と
か
い
う
よ
り
は
、
気
持
ち
よ
く

元
気
に
な
れ
る
、
気
持
ち
よ
く
生
き
る
こ

と
が
で
き
る
豊
か
さ
の

一
番
と
思
っ
て
い

ま
す
。

今
、
「
共
生
」

と
い
う
言
葉
が
、
や
や

情
緒
的
に
使
わ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
共
に
生
き
る
な

ん
て
こ
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

「
共
生
」
は
人
備
が
ベ

l
ス
で
、
追
い

を
理
解
し
、
尊
敬
し
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
れ
と
向
か
い
合
う
私
自
身
の
在
り
方
が

問
わ
れ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
を
あ
い
ま
い

に
し
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
私
た
ち
白
家
庭
、
職
場
、

地
域
社
会
等
で
、
日
常
的
に
韮
別
、
人
権

時
重
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
く
せ
、

慣
れ
が
身
に
付
い
て
い
る
か
と
う
か
語
り

あ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
語

り
合
い
の
な
か
で
本
当
の
共
生
を
求
め
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
人
権
同
和
対
置
謀

3
)
 

(
直
通
胴
窃
5
3
9

1 5 rlilllラ}f.t:!9【51



f 、

• 
県
住
宅
供
給
公
社
に
よ
っ
て
草
地
婦
の
内
に

佳
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
、
入
居
が
始
ま
っ
た
の

は
昭
和
同
年

(l
q
6
8
)
5月
で
し
た
。
車

轟
地
自
治
会
の
結
成
も
同
じ
年
で
、
現
在
の
世

轡
教
は
勅
1
2
0
で
す
。

国
道

1
4
3
号
線
か

」ワ
こ
の
団
地
に
入
リ
ま

す
ど
産
川
が
大
き
く
「
く
」
の
字
に
歯
が
リ
団

地
を
囲

ιよ
う
に
流
れ
て
い
る
の
に
気
づ
き
ま

す
。
東
方
の
高
い
河
成
段
丘
を
見
よ
げ
る
世
地

な
の
で
す
が
、
こ
の
掘
の
内
地
籍
は
産
川
の
氾

濫
に
お
か
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
と
さ
れ
て
い
ま

す。
歴
史
を
さ
か
の
ぼ
リ
ま
す
と
、
中
世
に
は
こ

の
よ
う
な
地
の
利
を
い
か
し
た
土
華
町
居
館
が

こ
こ
に
在
っ
た
と
考
え
」
つ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

リ
、
産
川
が
居
館
を
守
る
堀
町
役
目
を
果
た
し

て
い
た
の
で
し
た
。
『
上
回
小
県
誌
』
(
第
一
山
き

に
は
、
「
=
一
方
は
川
に
か
こ
ま
れ
、
婚
は
一
本

だ
け
で
単
都
、
河
川
を
利
用
し
た
単
純
景
朴
の

L 

【6J

司
固
定
資
露
梯
』

1 5. 

1
4

建
築
確
認
申
暗
の
必
要
が
な
い

a司
小
さ
な
増
築
に
も
餌
税
さ
れ
ま
す

か
?
ま
た
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
注
文
し

て
作
っ
て
も
ら

っ
た
物
置
に
も
幌
税
さ
れ

ま
す
か
?
そ
も
そ
も
固
定
量
産
税
の
対
量

と
な
る
草
屋
と
は
ど
ん
な
も
の
で
す
か
?

Jlilllラ左足~9

堅
苦
し
く
定
義
す
る
と
、

「
土

地
に
定
着
し
て
建
造
さ
れ
、
屋
根

及
び
壁
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
有

し
、
独
立
し
て
風
雨
を

L
D
吉
得
る
外
界

か
ら
遮
断
し
た

一
定
の
空
間
を
有

L
、
そ

の
目
的
と
す
る
居
住
・
作
農

・
貯
蔵
等
に

用
い
ら
れ
る
も
の
」
を
い
い
ま
す
。

一
般
的
に
は
、

①
基
礎
が
あ
る
か

(土

地
に
定
器
し
て
、
容
易
に
移
動
で
き
な
い

状
態
か
)
②
屋
根
お
よ
び
壁
に
類
す
る
も

の
が
あ
る
か
③
壁
が

3
方
向
以
上
あ
る
か

(独
立
し
て
雨
風
を
し
の
げ
る
か
)

を

「家
屋
」
の
判
断
事
件
と
し
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
越
築
基
準
法
に
基
づ
く

越
築
施
認
申
請
の
臨
否
に
か
か
わ
ら
ず
、

前
に
述
べ
た
聾
件
を
満
た
せ
ば
、
謀
説
対

象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
質
問
の
物
置

の
場
合
、
基
礎
(
い
わ
ゆ
る
ポ

y
石
基
礎

を
吉
み
ま
す
)
に
よ
っ
て
地
面
に
定
着
し

て
い
れ
ば
、
対
量
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

反
面
、
却
金
・
た
い
肥
小
島
等
の
構
造

・

脱
模
が
簡
晶
な
も
の
、
ま
た
、
工
事
の
現

A 
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形
式
は
、
時
代
の
古
さ
を
充
分
物
語
っ
て
い
る
」

と
あ
リ
ま
す
。

土
地
の
牽
在
で
勢
力
の
有
る
者
を
土
葦
ど
呼

び
ま
す
が
、
平
安
末
期
か
」
ワ
鎌
倉
時
代
に
か
け

て
は
泉
氏
が
こ
の
地
方
の
勢
力
者
で
し
た
。
し

た
が
っ
て
そ
の
居
館
が
築
地
堀
町
内
に
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
推
定
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
者
で
あ
っ
た
の
か
は
ま
だ
明
」
ワ
か
で
は
あ
リ

ま
せ
ん
。

居
館
町
現
槙
も
不
明
で
す
が
、
堀
町
内
地
婚

は
東
西
約

2
0
0
メ
ト
ル
、
南
北
約

3
0
0

メ
ー
ト
ル
で
す
か
ら
敷
地
は
ほ
ぼ
そ
の
く
ら
い

と
見
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
敷
地
の
ま
わ
リ
は
土

を
盛
リ
上
げ
て
固
め
た
量
地

n
つ
い
じ
〉
で
固

ま
れ
、
土
牽
の
住
居
の
ほ
か
に
職
人
た
ち
の
作

輩
場
、
厩
(
う
ま
や
〉
、
世
唖
皐
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
施
設
も
あ
っ
た
よ

7τ
す。

さ
て
、
団
地
の
入
ロ
か

b
少
し
入
っ
た
所
に

自
然
石
町
「
道
祖
神
」
が
あ
リ
ま
す
。
束
築
地

が
欽
揮
ど
な
る
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
昭
和

日
年
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
学
童
た

ち
は
毎
年
道
祖
神
の
お
聾
リ
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
産
川
町
瞳
岸
工
事
に
伴

っ
て
川
に
親

し
む
故
情
や
小
企
圃
な
ど
も
建
設
さ
れ
、
近
年

は
団
地
周
辺
が
か
な
リ
整
骨
さ
れ
ま
し
た
。

(
平
野
勝
重
)

* Z研
修

チミ..，.. 
流
の
斜 4月7目、上回リサチパク内に『上回

占*市技術研瞳センター』がオープン。金械室や

:-z，F宿泊施設‘レストランを備えたこの施控は、

，-~企輩白研障やマルチメディア情報センターの
利用者などに活用されることになります。

場
事
務
所

・
材
料
置
き
掛
な
ど
、
お
お
む

ね

1
年
未
満
で
徹
去
さ
れ
て
し
ま
う
恒
設

建
築
物
は
対
量
に
な
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
紙
諜
期
日

(1
月
1
日
)
現

在
に
お
い
て
、
完
成
し
て
い
る
か
ど
う
か

も
重
要
で
す
が
、
た
と
え
未
完
成
で
あ
勺

て
も
既
に
使
い
始
め
て
い
る
場
合
は
、
原

則
課
税
対
輩
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
課
税
に
あ
た
っ
て
は
所
有
者
に

立
ち
会

う
て
い
た
だ
い
て
、
必
ず
現
地
調

査
を
し
て
お
り
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
税

務
課
資
産
調
査
悟
(
困

1
2
9
5
1
1
2

9
7〉
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

で

円

作

さ

ん

月

絵

膨

組

4
り

成

り

が

切

枝

。

取

衰

は

三

す

て

発

闘

の

ま

し

作

作

軍

れ

と

制

。
曲

か

ム

の

た

作

開

ラ

」

し

は

が

グ

歌

ま

曲

全

ロ

讃

れ

作

事

プ

川

わ

、
潰

化

幽

な

ん

意

文

子

行

さ

配

白

「

で

子

は

輸

曲

所

京

に

五

唱

役

沢

月

野

合

市

柳

叩

昼

る

‘

目

。

い

自

家

ん

*
*
*
 

手
曲
川
に
メ
ロ
デ
ィ
ー

占肉食*

【7l

* zE 
lこ
公
共
施
設 電話やパソコン通信、そして市役所ロビー・

予古市民体育館・よ団創造館に世置された街頭端末

約Zで、公共施蜘予約・酬が可能に。4月1目、

市役所ロビーで稼働式を行い、システム由利用

カてできるようになりました。
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情報
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_ r子どもの目』全館無料開叙

5月5日開、常盟ギャラリーのすべ

てのソフトが据料にノ

.新作ソフト無料体験 (5月5日まで)

世界初のホラ パチャリティーソ

フト 『ゴーストトレイン』をぜひ

.COOL Web入門~ホムペー

ジ作成上級セミナ (4回コース)

マとき 5月19B伺)・5月26日明)・

6月2日開 6月9日叩(午後日時30

分-9目的 V対象 「ホ ムペ ジ作

成セミナ 」畳講者とホ ムページ作

成経験者 V参加費 20000円

.アフター5セミナー (中級)

V内容 ホムペ ジ作成&電子メ

ル体験 マとき 5月22日同午後6'幸
-8時3C分 マ参加費 2000円

.インターネ ット室官セミナ (初飯)

?とき 5月24日出午桂 l時30分 ~

3時 マ参加費 2000円

-*-ムペーν作成セミナー (中級)

?とき 5月四日間午前10時~午盈

4時 マ参加費 5000円

・女性のためのマルチメディア入門摘

座~飛び込んで見ょうノマルチメディ

アの世界 (ワープロ緩睦者対象)

マとき 5月26日間)・6月2日刊・

6月9日明)の3回コ ス (午後1時 ~

4時) マ参加費 5000円

.問い合わせ申し込み メディアラ l 

ンドUEDA(阻陶1000)

-消費者月間I~念講演・
マとき 5月20日凶午佳1時3C分-3時3白子

守ところ よ凹合同庁舎6階講堂 マ潰題

「環境にやさしい消費生活~描環型社会を目指

して」 マ醜師 蜘循環貰源研究所所長村田

徳治さん V畳間科 輔料 マ噂し込み 5月

13日同までに生活環境課唖ヨ1389)へ。

上
小
地
区
心
身
障
害
者

体
育
大
会
に
ご
参
加
を

••• 
上
小
地
区
白
心
身
障
害
者
を
対
象

と
し
て
、
体
育
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
、
療

育
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
か
た
は
、

ど
な
た
で
も
書
加
で
き
ま
す
。
碩
目

は
陸
上
競
技
と
レ
ク
リ
エ
ン
ョ
ン

競
技
で
す
。

書
加
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
開

悩
当
日
に
、
運
動
が
可
能
な
服
装
で

会
場
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
陸
上
競

技
は

9
月
に
松
本
市
で
開
催
さ
れ
る

長
野
県
身
体
障
害
者
体
育
大
会
の
選

考
会
も
持
ね
て
い
ま
す
。

な
お
、
当
日
由
連
世
に
ζ

協
力
い

た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
同
時
に
募

集
し
て
い
ま
す
。
書
加
を
希
望
さ
れ

る
か
た
は
、

5
月
日
日
附
ま
で
に
福

祉
謀
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

5
月
お
日
間
午
前
日
時

か

ら

マ

と
二
ろ

上
岡
市
営
陸
上

競
技
場

(上
回
城
跡
公
圏
内
)

マ

問
い
合
わ
せ

福
祉
課
(
困
l
6
0

2
)
 5

月
間
日
i
M
日
は

春
の
行
政
相
談
週
間

••• 
「行
政
相
談
」
と
は
、
比
百
さ
ん
か

ら
役
所
由
苦
情

・
宜
且

・
要
望
を
お

聴
き
し
、
関
揺
す
る
機
関
と
白
問
に

立
っ
て
解
決
で
き
る
よ
っ
助
力
す
る

制
度
で
す
。

相
談
は
、
総
務
庁
長
官
か
ら
委
嘱

を
受
け
た
相
談
員
が
毎
月
の
定
例
相

談

(「
広
報
」
毎
月
凶
日
号
で
柴
内
)

の
ほ
か
、
電
話
や
手
紙
で
も
相
談
が

で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

-
合
同
相
絞
所
在
開
股
し
ま
す

5
月
四
日
間
か
ら
白
日
出
ま
で
は

「審
の
行
政
相
談
週
間
」
で
す
。

長
野
行
政
監
察
事
務
所
、
市
な
ど
で

は

ご
日
合
同
行
政
相
談
所
L

を
次

に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

マ
と
き

5
月
日
日
幽
午
前
川
時

1
午
後
3
時

マ
と
こ
ろ

上
回
西

武

マ
問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(困
1
3
9
0
)

氏名 住所・ 電信

二芥 宣茸
殿域1290(赤塩)

圃l!l>5425

綾田 主主
古安曽3986(柳沢)

血圏直2457

間 清子
常磐揖5-4-6(掛 目

lIII)lヨ1466

畳谷川芽生 掴所205-11C御所)

四泡1400

-行政相絞委員 (敬称略)

事
故
や
災
害
に
備
え

日
赤
救
急
法
講
習
会

••• 
わ
た
し
た
ち
は
い
つ
事
故
や
災
害

等
に
遭
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
ん

な
と
き
、
適
切
な
手
当
て
を
す
る
こ

と
で
草
い
命
が
司
ら
れ
、
被
害
を
最

小
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
こ
で
、
正
し
い
救
急
法
の
知

識
と
技
術
を
身
に
つ
け
、
緊
急
時
に

必
要
な
手
当
て
が
で
き
る
よ
う
、
救

急
法
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

マ
と
き

6
月
7
日
出
・
8
日
制
-

H
日
出

・
日
日
仰
の

4
日
間

(午
前

9
時
1
午
後
4
時
初
八
万
)

マ
と
こ

ろ

上
田
市
福
祉
会
館
(
市
役
所
斜

め
向
か
い
)

マ
定
員
四
名
(
先

着
踊
)

マ

宰
加
料

1
0
4
0円

(
初
日
に
ご
持
書
く
だ
さ
い
)
マ

講
習
内
容

人
工
呼
吸

・
心
臓
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
止
血

・
慢
の
手
当
て
・

三

角
巾
の
使
用
法
な
ど
マ
服
葺

・
持

ち
物

実
伎
町
で
き
る
服
哉
、
筆
記

用
具

・
昼

食

マ

モ
の
他

全
日
程

を
臨
了
し
た
か
た
に
は

「救
急
法
一

般
講
習
修
了
証
」
を
、
ま
た
、
検
定

を
希
望
し
て
合
格
し
た
か
た
に
は

「救
急
法

一
般
講
習
合
格
証
」
を
差

し
上
げ
ま
す
。

マ

申
し
込
み
方
法

電
話
で

5
月
初
日
出
国
ま
で
に
福
祉

諜
(
困

1
6
0
7
)
へ
ど
う
ぞ
マ

主
催

日
本
赤
十
字
社
長
野
県
支
部

18 】5 !1i1llラ;!f!:!9
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• - . 
・健康増進クリニ ック開催・

マ軍施日 (平成9年 5月20日出 V時間午前8時45分
~午睡1時 (受け付け午前9時まで) マところ 上凹保健所

V酎象 おおむね59歳以下で健康づく りに関心あるかた マ

内容 尿検査・貧血検査・身体制定・心電図検査骨密度制定

など マ料金 1380円 マ申し込み健訟日の10目前まで

に上回保健所保健予防課 (ITlIl!>7 1 4 8)へ (先着15名)

圃泡焔762

| 各ホール イベン卜案内 I 

市
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
/

••• 
交
通
災
害
共
済
は
、

5
月
羽
田
出

で
共
演
期
聞
が
満
了
で
す
。
加
入
手

続
き
は
毎
年
必
聖
で
す
。
加
入
さ
れ
て

い
な
い
か
た
も
こ
白
機
会
に
ど
う
ぞ
。

マ
会
費

一
般
5
0
0円
、
団
体

3
0
0円
(園
児
・
児
童
・
生
徒
〉

マ
加
入
方
法

①

5
月
中
に
自
治
会

で
取
り
ま
と
め
て
い
ま
す
。
金
貨
を

添
え
て
申
し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

R目 催し 開演時間 入渇 問い合わせ

v， よ図市

む司
軍26田上回こともまつり 9:00 ..科 生@涯4学1習館

00 

11 セガワバレ工アカデミー
"ω 無料 EトE@ア8カ7デ0ミ3 1即 発表会

u "∞ S55∞円 t嗣 t村企画

出
舟木一夫コンサート

18:30 A"∞円 026 
35-456~ 

2 上回東高校吹奏葦班
上周東高綬

咽l 第"固定期潰婁金 "伺 '聴率ヰ
t・E吹a‘婁4棄初環101 

(主催者の都合Cより変更する場合があります)

圃二の丸 1-2 上田市民会館

②
自
治
会
で
申
し
込
め
な
か
っ
た
場

合
、
生
活
原
境
謀
、
各
支
而
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
③
幼
稚
園
、
保
育

園
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
通
っ
て
い

る
お
子
さ
ん
に
は
、
各
園
、
学
校
か
ら

申
込
曲
目
を
お
送
り
し
ま
す
。
自
治
会

で
は
加
入
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

マ
加
入
が
額
料
に
な
る
か
た

①

生
活
保
護
を
畳
け
て
い
る
か
た
②
身

体
障
者
者

(1
、

2
、

3
級
)
③
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
金
交
通

・

災
害
遺
児
⑤
初
歳
以
上
の
か
た

(5

月
白
日
現
在
)

マ

問
い
合
わ
せ

生
活
環
境
課

(困

1
3
9
0)

ふ
る
さ
と
上
回
の
風
景

写
真
展
に
展
示
の
作
品

••• 
市
で
は
、
景
観
や
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
に
対
す
る
啓
発
活
動
由
一
環

と
し
て
、

「
ふ
る
さ
と
上
聞
の
風
景
」

上田市文化会館

東書感地区市民演芸大会
S/lI 
咽}

自

例制

サンテラ越五Ji

-よ岡原1640

97パフnーミングアーツ

芸人祭;"長野

上回市衛費静クラフ連合会

第"固定期大会

東部町文化会館
r-rーヲコ=扇

r 1 0 1 J上映会

くワン才 h ワン〉

コール粂喜多丘演奏会

〈合唱発袋会)

上回創造館

別

出

••• 
消
防
岩
で
は
、
多
く
の
か
た
に
救

命
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、
定
期
的
に
講
習
会
を
聞
き
ま

す
。
救
急
車
が
到
脅
す
る
前
に
、
応

急
手
当
て
を
す
る
こ
と
は
た
い
へ
ん

重
要
で
す
。

講
習
会
は

3
時
間
で
、
人
工
呼
吸

や
心
臓
マ
ッ
サ
!
ン
な
ど
実
技
を
交

え
て
習
得
し
て
い
た
だ
く
も
白
で
す
。

・
・
・

マ
と
き

奇
数
月
第

4
土
眼
目
午

日
本
赤
十
字
社
は
、
人
道

・
侍

童

桂

2
時

1
5時

(当
面
白
開
催
日
は

の
梢
神
に
基
づ
き
、
世
界
1
7
0
か

5
月
白
日
出
、
7
月
鉛
日
出
、
日
月

国
の
赤
十
字
社
と
手
を
つ
な
ぎ
、
紛
幻
自
由
、

u月
n自
由
)
マ
と
ニ
る

争
や
災
害
等
で
苦
し
ん
で
い
る
人
び
中
央
消
防
署

3
階
会
議
室

(人
数

と
を
国
際
的
に
救
護
す
る
と
と
も
に
、
に
よ
り
変
更
し
ま
す
)
V申
し
込
み

園
内
で
も
災
害
救
護
活
動
を
は
じ
め
、
随
時

マ
畳
情

料

無

料

マ
予

器
仕
団
活
動
の
積
極
的
な
展
開
、
救

的
・
問
い
合
わ
せ

中
央
消
防
署

色
法

・
家
庭
宥
護
法
等
申
普
及
、
医
F

(

固
@
0
1
l
9
)
・
南
部
消
防
署

療
事
業
・
血
液
事
柴
田
推
進
な
ど
地

(回
⑮

0
1
1
9
)
・
東
北
消
防
署

域
に
般
ざ
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

(
師
窃

O
I
l
s
-
川
西
消
防
署

こ
れ
ら
の
活
動
は
す
べ
て
、
皆
さ

(圃
@
0
1
1
9)

写
真
展
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

マ
テ
I
マ

市
内
で
搬
影
し
た
最

観
・
緑
化
に
関
す
る
作
品

(山
や
川
、

回
固
な
ど
白
自
然
風
景
。
花
や
緑
の

あ
る
風
景
。
寺
や
神
社
、

古
い
ま
ち

並
み
な
ど
腰
史
・
文
化
的
な
遺
産
。

上
信
越
道
や
北
陸
新
幹
線
に
代
表
さ

れ
る
都
市
品川
観
な
ど
)

マ

サ
イ
ズ

カ
ラ

l
プ
リ
ン
ト
四
ツ
切
り

マ

応
募

叩

月

l
日
制
ま
で
に
景
観
述

筆
課

(困

1
5
8
5)
ヘ

マ
写
真

展
叩
月
刊
日
幽

1
同
日
日
開
に
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
予
定

マ
そ
の

他

①
応
募
奇
数
に
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
②
画
題
、
撮
影
場
所
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
脅
さ
写
真
の
裏

側
に
添
付
③
応
募
者
全
員
に
記
念
品

を
贈
呈

(刊
品
は
展
示
後
退
却
)

善
意
を
世
界
中
に
/

日
赤
社
資
に
協
力
を

ん
の
普
立
で
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お

金
だ
け
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
、
自
治
会
白
役
良
さ
ん
や
帯

十
字
帯
仕
団
が
、
お
宅
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
日
本
赤
十
字
社
長

野
県
主
部
上
回
市
地
区

(福
祉
球
内
・

困
1
6
0
7
)

『普
通
救
命
講
習
会
』

定
期
的
に
聞
き
ま
す

I1iIllラjfE9.5 [ 91 



信州まるごと体験施股ガイド

fASOBO(あ・そ・ぼ)J
県下120市町村の安くて安心

な公共施股を紹介/尭行 星野

県地埴づくり協職会 (県斤地方

聾内・回日26-235ー70
64) 5月末までに申し込みく

ださい/定価 1 800円

@ 

「アクアプラザ上田Jの料金が次白とおり一部改

正され、いっそう利用しやすくなりました。

マ改正点 ①未就学児童は無料になりました (た

だし、保護者四同伴が必要)。②60歳以上白通年券

が25.000円に(改正前30.000円)。 ③グル プ通年券

で利用できる人数が、3人までに増えました (改正

前 l人利用で料金は50.000円が、改正後 3人利

用で75.000円に)。

• rァクアプラザ上回』へは f循環パス』で/

千曲川右岸描環パスの運行に伴い、今までご利用

いだだいていた 「送迎ノ〈ス」を廃止し、 5月から

「循環ハス」に切り換えることになりました。

「アクアプラザ入円」パス停で下車、徒量約7分

です。また循環パスの回数券をアクアプラザ上回で

も販売します。おおぜいの皆さんご利用くださL、。

マ問い合わせ アクアプラザ上田 (直腸2626)

.循理パス時刻表

'‘'‘ liI r-.... ri' 
i場

北
陸
新
幹
線
の
車
両

走
行
試
験
を
実
施
/

••• 
軽
井
沢

1
長
野
車
両
基
地
聞
の
電

車
走
行
試
験
が
、

昼
間
四
時
間
帯
で

行
わ
れ
ま
す
が
、

一
部
の
試
験
に
つ

い
て
は
、
高
崎
1
長
野
車
両
立
地
問

を
過
し
で
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、

上
越
新
幹
線
白
営
業
運
転
が
終
了
し

上田駅尭ーアクアプヲザ入口着 アクアプラザ入口尭ー上田駅着

9:40→ 9:52 
11:20→11 :32 10:58→11:10 
14:15→14:27 13:58→14:10 
16:15→16:27 15:58→16:10 

た
夜
間
に
行
わ
れ
ま
す
。

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
試

験
白
状
況
に
よ
り
変
亙
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

沿
線
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

マ
期
間

5
月
7
日
附

1
6月間叫

日
出
回
う
ち
の
お
日
間

(走
行
時
間

は
、
お
よ
そ
午
前
9
時
l
年
世

9
時
)

マ
在
間
走
行
鼠
験
日

5
月
幻
日

ω、
日
月

3
日
閥、

6
月

7
日
出
、

6
月
立
日
開
、
日
月
凶
日
刷
、

6
月

白
日
附

(在
問
走
行
時
間
は
、
お
よ

そ
午
前
1
時

1
午
前

5
時
叩
分
)

マ
在
間
走
行
回
数

各
自

2
1
3往

復
程
度

マ
問
い
合
わ
せ

日
本
鉄

道
雄
投
公
団
北
陸
新
幹
線
建
設
局
関

車
準
備
室

(個

0
2
6
1
2
2
3
1

9
6
5
0)
 

固
定
資
産
税
路
線
価
等

5
月

η
日
か
ら
公
開
に

•• 
市
で
は
、
平
成
3
年
度
か
ら
固
定

記
世
路
線
価
な
ど
の

一
部
公
闘
を

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
か
ら
す
べ

目
路
線
価
と
標
準
宅
地
を
公
開
し

す
。

マ
公
開
開
始
日

5
月
ロ
日
開

と
こ
ろ

税
務
諜

(市
役
所
1
階
)

マ
時
間

午
前

B
時
加
分

i
午
後

時
日
分

(土

・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
)

マ

問
い
合
わ
せ

税
務
課

(困
l
2
9
1
1
1
2
9
4)

青
い
鳥
郵
便
は
が
き

郵
便
局
で
無
料
配
布

••• 
身
体
障
害
者
自
福
祉
に
対
す
る
国

民
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、

『朝
刊
い
山
郵
世
は
が
き
』
が
発
行
さ

れ
て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
の
1
級
ま
た
は

2
級
を
お
持
ち
の
か
た
に
は
、
-
人

に
つ
き
羽
枚
の
背
い
応
郵
便
は
が
き

が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。
お
近
く

の
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳
を
提

示
し
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
代

理
の
か
た
で
も
結
構
で
す
。
ま
た
郵

便
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
近
く
の
郵
便
局
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

マ
申
し
込
み

6
月

2
日
開
ま
で

マ
問
い
合
わ
せ

福
祉
課

(困

1

6
0
2)
 

火
災
発
生
の
お
そ
れ

製
品
の
回
収
を
実
施

5月11日かb総務卑で公開••• 
平
成

5
年

B
月
か
ら
同

6
年

3
月

に
か
け
て
製
造
販
売
さ
れ
た

T
D
K

醐
製
白
ス
チ
ー
ム
式
加
湿
器

『
湯
気

院
ス
チ
ー
ム
マ
ス
タ
ー
』
K
S

出

w、
K
5
旬

G
の
2
機
種
に
水
漏

れ
が
発
生
す
る
ケ
l
ス
が
あ
り
、
最

悪
の
場
合
、
加
熱
し
尭
火
に
至
る
お

そ
れ
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。

同
社
で
は
、
両
機
種
と
も
全
品
の

回
収
、
代
替
え
製
品
と
白
交
換
を
広

く
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル

(臣

0
1
2
0

6
0
4

7

7

7
)

マ
畳
げ
付
け
時
間

午
前
9

時
i
午
後

5
時

(土
曜

・
日
曜

・
祝

日
を
除
く
〉

【10]広喜Fラx'/i'!9.5. 

労働保険の申告 ・納付はお済みですか?
申告納付期限は5月20日までです (上国労働基準監督署'CrIDii>0 3 3 8) 



E
E
-
-• 自衛官募集225T品2267)

-自膏障一般勝部候補生(男宜)

畳け付け 5月23日掛まで/責措 22般以上26歳
未高の大学卒業程度の学力を有するかた、 28歳未瀦

の大学院修士陣程修了者(修了見込みを含む)/鼠

瞳 6月21日出(飛行要員は同21日-22日}

・7月入鯵の2・隆士 [男子}

責絡 18.以上27.未瀦/民瞳 6月上旬

『納
税
恒
明
書
h

な
ど

豊
殿
支
所
で
も
発
行

••• 
5
月

1
日
制
か
ら
、
豊
殿
支
所
で

も
各
種
市
税
の
納
税
証
明
書
の
聖
行

を
し
ま
す
。

ま
た
、
原
動
峨
付
自
転
車

(1
2

5
目
以
下
)
、
小
型
特
殊
自
動
車
の

登
録
・
廃
車
・
名
義
変
更
な
ど
の
手

続
き
と
、
自
動
車
臨
時
運
行
持
可
の

手
続
き
が
で
き
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
税
な
ど
の
納
付
に
な
、
口

座
振
符
が
便
利
で
す
。
期
限
内
納
桂

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

税
務
課

(困

1
2

8
5)、
収
脱
諜

〔困

1
3
0
5)

低中
革IJIJ、
の 企
融業
資事
で業
斡t資
旋i金

••• 
市
で
は
中
小
企
草
者
の
か
た
を
対

量
と
し
て
、
低
利
の
制
度
融
資
移
晶
っ

せ
ん
し
て
い
ま
す
。

閥
品
や
材
料
仕
入
れ
の
た
め
の
運

転
資
金
や
機
械
設
備
や
建
物
等
の
設

備
資
金
な
ど
の
事
業
資
金
が
対
盈
に

な
り
ま
す
。

対

本

正

和

成

平

河

a
m
井

紬

桐

佐

卿

沢

叩

深

m
m
喜
久
江

袋
則
喜
久
子
上
小
山
川
叫
小
怖
と
ら
の
鉱
閉
旧
田
水
滞
よ
志
子

阪

口

径

次

五

加

師

渇

滞

峨

雌

街

屈

曲

小
林
キ
y
ヨ

極
入
道
平
誠
紡
形
回
字
機
み
や
じ
耐
天
神
町
帥
問
中
げ
さ
志

山
口
蕗
雄
防
天
神
町
引
慣
弁
書

ニ
即

位

沢

鈴

木

南

テ

ル

上

野

佐

-

半

過

面

市

川

峰

吉

伸

傾

向

井

上

キ

サ

江

尻

け

さ

子

本

町

制

球

凶

の

」

緑

が

丘

北

師

小

体

な

っ

子

宮

滞

隆

m

k常
阻

刊

掛

本

幾

太

郎

神

科

新

民

割

高

桑

弘

子

鍛

冶

町

別

e

太
聞
か
つ
子

丹

野

イ

y

鮪

凶

回

卿

沢

喜

利

子

中

級

帥

e

機
必
本
和
弘
藤
之
本
四
泊
沼
市
税
媛

飛

滞

回

見

倫相

升

河

櫓柵

滞

良

太

郎

下

回

山

創

丙

湾

義

雄

中

之

条

町

聞

ロ

日

併

員

組
鴫
鱒
正

T
幽

町

創

岨
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.中小企業対象の制度融貰

..信官金名 利率 貸付剛度額

民惜坑 剛)j円
中小企業薗金 3.0% 

遺伝宜剛万円

小・組3良幌資企金業 2.7" 
陵情 ，運転

7関万円

イL祝対館資金 2.4!1a 運転割削万円

空討議S臨資踊金 2.7% 
段構 ー遍転

2引用JJJ1J

このほかにもありますので
ご相畿〈ださい.
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5-6歳す吉や大人になってからかかると、一般的に

重症になることが多くなります。2-3歳になるとか

かる人が急に増えます白で、早めに受けることをお勧

めします。

Q 副反応はでますか ?

A 小児の場合は、軽い尭熱 ・ 発疹リノパ節蹄~:r;は

ほとんどありません 000人中4人以下)。 また、お母

さんが、次由子どもを妊娠中であってもお子さんは畳

けられます。

.風しん予防接種

保健 診 tt

マ対章者 ①平成6年9月l日から同7年4月30日

までに生まれたお子さん。②平成7・8年度白対量者。'1止4年10月1日から平成6年8月31日生まれのお

-fさん)で未接種のお子さん (対最年齢を越えている

お子さんは小学l年 ・中学2年のとき学校で畳けられ

ます〕 マ実施期間 6月2日田)から6月30日明)まで。

お子さん白健康状態の良い日を選んでくださL、。 マ

聖雄場所 別表の華託医療償問。事l向に電話などで予

約 Lてからお受けくだ下さい。接積料金は無料です。

マ持ち物 母子健康手帳 (持寄しないと畳けられませ

んので注意して ください)、体嵐官| マ，主軍事項 ① 

予診丘は蚕託医療機関にあるも白を使用してく ださい。

②体温は接種由直前に医線機関で測ることになります

ので、体温計を持害してください。

健康推進諜

園風しん予防接種

ー且鍾単語 鍾 温 恒 圃 圃 圃 圃圃圃
風車Eの予防接種は畳けたほうが良いですか?

はしかなどに比べ、軽い病気と目、われがちですが

Q 

A 

，、お気軽にお出かけを/ (困1626)健康相談・栄養相談

午後1:30-芯ω
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÷当日.'，.日にあたる相会と、 8i!13B-'6自の期間同お休みさぜていた
だきます

J 血圧刻定尿験査赤ちφんの体a.身11扇定、育児網段栄聾繍厳な

どを行います
~今年度から日砲を変更した勉区があります
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